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V104a 野辺山 45 m電波望遠鏡搭載用 100-GHz帯電波カメラのMKIDアレイ開発
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銀河の広域探査を行うために野辺山 45 m電波望遠鏡への 100-GHz帯連続波カメラの搭載を計画している。カ
メラの検出器には超伝導共振器 (MKID)を用いており、直径 3 インチのシリコンウェハー全面にわたって超伝導
アルミニウムMKIDを 109素子並べている。焦点面に φ =6 mmのシリコンレンズを並べてデバイス上の平面ア
ンテナへと集光し、各MKID素子とカップリングさせることで撮像を行う。平面アンテナには 100-GHz帯に感
度を持つダブルスロットアンテナを用いる。シリコンレンズ表面の反射損失を抑えるため、エポキシ樹脂とガラ
スビーズによる反射防止膜を開発している (服部ほか、本年会)。
MKIDの共振の鋭さを表すQ値は超伝導膜の膜質に依存しており、高感度を実現するには不純物が少ないアル

ミニウム薄膜を成膜することが重要である。また共振周波数は共振器長さに依存するため、共振周波数の重なり
を防ぐには 3 インチウェハー上で膜厚の均一性が求められる。本MKIDアレイは 3 インチシリコンウェハーにス
パッタリングや電子線蒸着によってアルミニウムを成膜しパターニングした後、ウェットエッチングすることでデ
バイスを製作している。電子線蒸着による膜厚 150 nmの場合は、3 インチウェハー上での膜厚の誤差が 7 %以内
であった。デバイスを 1 Kシールドで覆ったダーク環境において、この条件で製作したMKIDアレイでは 95 素
子の共振スペクトルが確認でき、Q値の平均値は 105が得られた。本講演では詳しい製作プロセスや実験室での
感度測定の結果などを報告する。


